
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（補正後）アルコール類及びグリコールエーテル類からなる群より選ばれた少なくとも一
種の有機溶剤、樹脂及び着色剤を含有するボールペン用インキにおいて、インキ収容管に
該ボールペン用インキを充填した状態での分光反射率が少なくとも６２０ｎｍより長波長
側がプラス２０％以上であり、且つ４００～５６０ｎｍの平均分光反射率との差がプラス
４％以上である分光反射率急増領域が５８０～６００ｎｍの間にあることを特徴とする油
性ボールペン用赤インキ。
【請求項２】
（補正後）着色剤として、顔料と染料とを併用したことを特徴とする請求の範囲１に記載
の油性ボールペン用赤インキ。
【請求項３】
（補正後）着色剤が、Ｃ．Ｉ． Pigment Red 17、Ｃ．Ｉ． Pigment Red 170、及びＣ．Ｉ
． Pigment Red 254からなる群より選ばれた少なくとも１種以上を含有することを特徴と
する請求の範囲１に記載の油性ボールペン用赤インキ。
【請求項４】
（補正後）インキ収容管に請求の範囲１に記載の油性ボールペン用赤インキを充填したこ
とを特徴とするボールペン。
【請求項５】
（補正後）インキ収容管に請求の範囲３に記載の油性ボールペン用赤インキを充填したこ
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とを特徴とするボールペン。
【請求項６】
（補正後）アルコール類及びグリコールエーテル類かなる群より選ばれた少なくとも一種
の有機溶剤、樹脂及び着色剤を含有する油性ボールペン用赤インキをインキ収容管に充填
した状態でインキ収容管のの外観色が、マンセル表色系において色相４．５～．５５Ｒ、
明度３以上、且つ彩度６以上であるボールペン。
【請求項７】
インキ収容管の少なくとも一部が、未着色の透明あるいは半透明のポリプロピレンである
ことを特徴とする請求の範囲４～６のいずれか一に記載のボールペン。
【請求項８】
インキ収容管を収納するボールペン本体軸の少なくとも一部が、光を透過することを特徴
とする請求の範囲４～７の何れか一に記載のボールペン。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、油性ボールペン用赤インキ及びボールペンに関する。更に詳しくは、透明或い
は半透明のインキ収容管に充填した場合に外観から色を識別でき、外観色と筆記した描線
色とが近似している油性ボールペン用赤インキ及びそれを用いるボールペンに関する。
背景技術
例えば、従来の油性ボールペン用の赤インキは、インキ収容管にインキが充填された状態
での外観色が筆記によって得られる描線色と大きく異なり、多くの場合、その外観色は殆
ど黒色に近似であり、インキ収容管の外側からは、インキ収容管の中に何色のインキが充
填されているのか判別できなかった。そのため、そのような場合には、インキ収容管を赤
色に着色することにより赤インキが収容されていることを判別できるようにしていた。
また、インキ収容管の外観から赤インキが収容されていると判る場合であっても、外観は
暗赤色であるのに、筆記した際に得られる描線は鮮やかな赤色であるなど大きく異なって
いた。
本発明は、上記の問題に鑑みなされたものであり、未着色の透明或いは半透明なインキ収
容管、更には光を透過するボールペンの本体軸を通して、外観色を判別することができ、
且つその色が筆記によって得られる描線色と近似である油性ボールペン用赤インキ及びそ
れを用いるボールペンを提供することを目的とする。
発明の開示
本発明者は、上記課題を解決するために鋭意研究を重ねた結果、インキ収容管にインキを
充填した状態での分光反射率（％）が少なくとも６２０ｎｍより長波長側がプラス２０％
以上であり、且つ４００～５００ｎｍの平均分光反射率との差がプラス４％以上である分
光反射率急増領域が５８０～６００ｎｍの間にあるインキを用いることにより、上記従来
の課題を解決し、該インキを透明なインキ収容管、更にはボールペンの透明な本体軸を通
してでも外観により色を判別することが可能であることを見い出し、本発明を完成するに
至ったのである。
即ち、本発明の油性ボールペン用赤インキは、アルコール類及びグリコールエーテル類か
らなる群より選ばれた少なくとも一種の有機溶剤、樹脂及び着色剤を含有するボールペン
用赤インキにおいて、インキ収容管に該ボールペン用インキを充填した状態での分光反射
率が少なくとも６２０ｎｍより長波長側がプラス２０％以上であり、且つ４００～５６０
ｎｍの平均分光反射率との差がプラス４％以上である分光反射率急増領域が５８０～６０
０ｎｍの間にあることを特徴とする。
本発明のボールペンは、インキ収容管に上記記載の油性ボールペン用赤インキを充填した
ことを特徴とする。
本発明でいう「分光反射率が少なくとも６２０ｎｍより長波長側がプラス２０％以上」と
は、本発明のボールペン用インキをインキ収容管に充填した状態での分光反射率の測定値
が、少なくとも６２０ｎｍより長波長側でプラス２０％以上である、ということである。
従って、６２０ｎｍより低波長側（例えば６００ｎｍ）で本発明のボールペン用インキを
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インキ収容管に充填した状態での分光反射率がプラス２０％以上の分光反射率を有してい
るものを含む。
また、本発明でいう「４００～５６０ｎｍの平均分光反射率との差がプラス４％以上であ
る分光反射率急増領域が５８０～６００ｎｍの間にある」とは、本発明のボールペン用イ
ンキは、該インキをインキ収容管に充填した状態で５８０～６００ｎｍに分光反射率急増
領域を有している。この５８０～６００ｎｍの範囲内の何れかの波長の分光反射率の測定
値から、４００～５６０ｎｍの分光反射率の測定値の平均値を差し引いた値がプラス４％
以上である、ということである。
【図面の簡単な説明】
図１は半透明チューブに充填したインキの分光反射率のスペクトル図であり、図２～図５
は、それぞれ半透明チューブに充填したインキの分光反射率の８００～７００ｎｍ、６９
８～６００、５９８～５００、４９８～４００ｎｍにおける測定値である。
発明を実施するための最良の形態
以下、本発明の実施の形態を詳細に説明する。
本発明の油性ボールペン用赤インキは、アルコール類及びグリコールエーテル類からなる
群より選ばれた少なくとも一種の有機溶剤、樹脂及び着色剤を含有するボールペン用イン
キにおいて、インキ収容管に該ボールペン用インキを充填した状態での分光反射率が、少
なくとも６２０ｎｍより長波長側がプラス２０％以上であり、且つ４００～５６０ｎｍの
平均分光反射率との差がプラス４％以上である分光反射率急増領域が５８０～６００ｎｍ
の間にあることを特徴とする。
本発明のボールペンは、インキ収容管に上記記載の油性ボールペン用赤インキを充填した
ことを特徴とする。
本発明において、分光反射率が少なくとも６２０ｎｍより長波長側がプラス２０％未満で
あると、ボールペン用インキを充填したインキ収容管の外観色が暗赤色乃至黒色となって
しまう。
分光反射率急増領域が５８０ｎｍ未満、即ち、５８０ｎｍより低波長であると、ボールペ
ン用インキを充填したインキ収容管の外観色が青味を帯び、赤色でなくなるばかりでなく
、インキ自体も青味を帯びた赤色となるため筆記の際に得られる描線色が赤色ではなくな
ってしまう。また、分光反射率急増領域が６００ｎｍを越えた場合には、分光反射率が６
２０ｎｍより長波長側でプラス２０％未満の場合と同様に該インキを充填したインキ収容
管の外観色が暗赤色乃至黒色となってしまう。
更に、５８０～６００ｎｍの分光反射率急増領域における分光反射率と４００～５６０ｎ
ｍの平均分光反射率との差がプラス４％未満であると、該インキを充填したインキ収容管
の外観色が赤色でなくなるため好ましくない。
また、本発明の油性ボールペン用赤インキを充填したインキ収容管のマンセル表色系は、
色相が４．５～５．５Ｒ、明度が３以上、彩度が６以上であることが好ましい。
尚、上記分光反射率は、通常の方法により様々なタイプの分光光度計を用いて測定するこ
とができる。
本発明で用いられる着色剤は、本発明のボールペン用インキを赤色とするものであれば特
に限定されないが、通常筆記具や塗料用インキ等に用いられる顔料及び染料等が挙げられ
る。
顔料は無機顔料、有機顔料等が挙げられる。また、該顔料はそのまま用いても良いし、或
いは、例えば顔料の製造段階において界面活性剤や黄顔料誘導体等により表面処理した加
工顔料や分散トナーを使用しても良い。
顔料としては、公知の赤顔料の全てが使用可能であり、例えば C.I.Pigment Red 17、 C.I.
Pigment Red 144、 C.I.Pigment Red 166、 C.I.Pigment Red 170、 C.I.Pigment Red 177、
C.I.Pigment Red 202、 C.I.Pigment Red 214、 C.I.Pigment Red 220、 C.I.Pigment Red 2
54等が挙げられる。
また、これら顔料の市販されている具体的な商品名としては、例えば Cromoph-tal DPP Re
d BO、 Cromophtal DPP Red BP、 Cromophotal Red DPP、 Irgazin DPP Red BO、 Irgazin　 D
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PP Red BTR、 Cromophtal Red A 2B、 Cromophtal Red A 3B、 Cromophtal Scarlet R、 Crom
ophtal Scarlet RN、 Cromphtal Red BR、 Cromoph-tal Red BRN、 Cinquasia Magenta B-RT
 343D、 Cinquasia Magenta RT 235D、 Cinquasia magenta RT 343D、 Cinquasia Magenta T
R 235-6〔以上、チバスペシャリティ・ケミカルズ社製〕、 Dainichi Fast Poppy Red G、
Dainichi Fast Poppy Red R〔以上、大日精化工業 (株 )製〕等が挙げられる。
上記顔料を表面処理するのに用いられる黄顔料誘導体としては、スルホン酸基を有する酸
型誘導体、アミノ基を有する塩基型誘導体等が挙げられ、具体的にはソルスパース 22000
〔ゼネカ社製〕等が挙げられる。
これらの赤顔料は、夫々単独で用いても二種以上適宜組み合わせて用いても良い。また、
これらの着色剤の中でも、 C.I.Pigment Red 17、 C.I.Pigment Red 170、 C.I.Pigment Red
 254等の顔料を含むものが好ましく用いられる。
赤顔料の配合量は、ボールペン用インキ全量に対して、１～３０重量％、好ましくは４～
２０重量％の範囲から適宜選択される。
配合量が１重量％未満であると、インキ収容管の外観色が暗赤色或いは黒色になってしま
い、筆記した際に得られる描線色と外観色とが大きく異なり、また、少なくとも６２０ｎ
ｍより長波長側がプラス２０％以上の分光反射率を持ち、４００～５６０ｎｍの平均分光
反射率との差がプラス４％以上の反射率急増領域が５８０～６００ｎｍであることを満足
できず、３０重量％を超えた場合には、経時による追従性の劣化など保存安定性の点で不
都合が生じる。
染料は、上記したように筆記具や塗料用インキ等に用いられる染料であれば特に限定され
ないが、描線の色調調整や濃度調整のために上記顔料と併用しても良い。
染料としては、従来の油性ボールペン用インキ等に使用されている酒精溶性染料等が挙げ
られる。
酒精溶性染料としては、使用する有機溶剤に可溶な染料であれば、特に限定されないが、
例えばバリーファーストカラー〔オリエント化学工業 (株 )製〕、アイゼンスピロン染料、
アイゼンＳＯＴ染料〔保土谷化学工業 (株 )製〕等が挙げられる。
本発明のボールペン用インキには、調色等の目的で、例えば黄顔料や橙顔料等を含む分散
体を該ボールペン用インキの性質を損なわない範囲で用いることができる。
黄顔料は、公知の黄顔料の全てが使用可能であり、黄顔料の製造段階において界面活性剤
や黄顔料誘導体等で表面処理されたものであっても良い。
黄顔料の具体例としては、例えば Pigment Yellow １、 Pigment Yellow 12、 Pigment Yell
ow 13、 Pigment Yellow 14、 Pigment Yellow 93、 Pigment Yellow 94、 Pigment Yellow 9
5、 Pigment Yellow 109、 Pigment Yellow 110、 Pigment Yellow 128、 Pigment Yellow 13
8、 Pigment Yellow 147、 Pigment Yellow 154、 Pigment Yellow 191等が挙げられ、これ
らは夫々単独で用いても二種以上適宜組み合わせて用いても良い。
橙顔料も特に限定されず何れも使用可能であるが、橙顔料の製造段階において界面活性剤
や黄顔料誘導体等で表面処理されたものであっても良い。
橙顔料の具体例としては、例えば Mineral Orange Thiosol GL、 Mineral Orange Thiosol 
G、 Mineral Orange Solipur GH、 Diacetanil Orange J1323C、 Lysopac Orange 3420C、 Ly
sopac Orange 3620C、 Orange 3620L〔以上、 Cappelle社製〕、 Novoperm Orange HL70、 Ho
staperm Orange GR〔以上、 Hoechst社製〕、 Paliogen Orange L2640、 Paliogen Orange L
3180HD、 Palitol Orange 2370〔以上、 BASF社製〕、 Chromophtal DPP Orange TR、 Chromo
phtal Orange 2G、 Chro-mophtal Ogange GL、 Chromophtal Orange GP〔以上、 Ciba-Geigy
社製〕、 Seika-fast Orange 900〔以上、 DaiColorItaly社製〕、 CHROMOFINE ORANGE 6730
、 CHROMOFINE ORANGE 3700L〔以上、大日精化工業 (株 )製〕等が挙げられ、これらは夫々
単独で用いても二種以上適宜組み合わせて用いても良い。
分散体の使用量は特に限定されないが、ボールペン用インキ全量に対して、２０重量％以
下、好ましくは１０重量％未満である。
本発明のボールペン用インキには、着色剤として顔料を用いた場合に該顔料を分散させる
等の目的で、必要に応じて分散剤を用いても良い。
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分散剤としては特に限定されないが、顔料、有機溶剤、その他の添加剤の組み合わせによ
り選ばれ、高分子分散剤、極性樹脂等が挙げられ、中でもアミノ基を有する高分子分散剤
や、ポリビニルブチラール樹脂、エチルセルロース樹脂等の樹脂が好ましく用いられる。
これら分散剤の市販されている具体的な商品名としては、例えばエスレックＢシリーズ〔
積水化学工業 (株 )製〕、デンカブチラールシリーズ〔電気化学工業 (株 )製〕、ソルスパー
スシリーズ〔ゼネカ社製〕等が挙げられる。
分散剤の含有量についても最適な量が適宜決定される。
本発明で用いられる有機溶剤は、通常のボールペン用インキ等に用いられている溶剤であ
れば特に限定されないが、着色剤を溶解又は分散し、かつ比較的高沸点であるものが挙げ
られる。
有機溶剤としては、アルコール類及びグリコールエーテル類からなる群より選ばれた少な
くとも一種が好ましい。
アルコール類としては、例えばベンジルアルコール、２－フェノキシエタノール等の芳香
族アルコール、例えばエチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコー
ル、ジプロピレングリコール、トリメチレングリコール、グリセリン等の多価アルコール
等が挙げられる。
グリコールエーテル類としては、例えばジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノプロピルエーテル、ジ
エチレングリコールモノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、
トリプロピレングリコールモノメチルエーテル、トリプロピレングリコールモノブチルエ
ーテル、プロピレングリコールモノフェニルエーテル、エチレングリコールモノメチルエ
ーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノプロピルエー
テル、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールモノヘキシルエーテ
ル、エチレングリコールモノ -2-エチルヘキシルエーテル、エチレングリコールジメチル
エーテル、エチレングリコールジブチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテ
ル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジブチルエーテル、
トリエチレングリコールジメチルエーテル、テトラエチレングリコールジメチルエーテル
、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノプロピルエーテ
ル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノ -t-ブチルエ
ーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレングリコールモノブチ
ルエーテル、テトラエチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールモノ -2
-エチルブチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、 3-メチル -3-メトキ
シ -1-ブタノール、ジエチレングリコールメチルエチルエーテル、ジエチレングリコール
モノヘキシルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルヘキシルエーテル等が挙げられ
る。
これら有機溶剤は、夫々単独で用いても二種以上適宜組み合わせて用いても良い。
有機溶剤の配合量は、本発明のボールペン用インキ全量に対して、２０～７０重量％、好
ましくは４０～７０重量％の範囲から適宜選択される。
配合量が２０重量％未満であると、添加される着色剤や他の成分の溶解性が悪くなるため
好ましくなく、また、７０重量％を越えると、添加される着色剤が相対的に不足し濃度が
低くなるため好ましくない。
本発明で用いられる樹脂は、インキの粘度を調整するために使用するものであり、通常の
ボールペン用インキに使用されている樹脂であれば特に限定されないが、例えば、ケトン
樹脂、スルフォアミド樹脂、マレイン樹脂、エステルガム、キシレン樹脂、アルキッド樹
脂、フェノール樹脂、ロジン樹脂、ポリビニルピロリドン、ポリビニルブチラール樹脂、
及びそれらの変性物等が挙げられる。
これら樹脂は、夫々単独で用いても二種以上適宜組み合わせて用いても良い。
樹脂の含有量は、本発明のボールペン用インキに全量対して、５～３０重量％、好ましく
は５～２５重量％の範囲から適宜選択される。
含有量が５重量％未満であると、インキとして必要最低限の粘度が得られない点で好まし
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くなく、また、３０重量％を越えると、得られるインキの粘度が高くなりすぎる点で好ま
しくない。
本発明のボールペン用インキの粘度としては、２５℃で粘度が、２０，０００ mPa・ s以下
、好ましくは１０～１０，０００ mPs・ sの広範囲で使用可能であり、着色剤が染料及び／
又は顔料の場合に応じて、上記したような樹脂と有機溶剤の配合量で適宜粘度の調整をす
ることが好ましい。
本発明のボールペン用インキには、上記以外の成分の他に、必要に応じて本発明のボール
ペン用インキの性質を損なわない範囲で他の成分を含有させても良い。含有可能な成分と
しては、ボールペン用インキに通常用いられているものであれば良く、例えば、脂肪酸類
、界面活性剤、防錆剤、酸化防止剤、抗菌剤、ｐＨ調整剤、潤滑剤等が挙げられる。
本発明のボールペン用インキを製造するには、従来から公知の種々の方法により得ること
ができる。
例えば、上記各成分を配合し、これをディゾルバー等の撹拌機により混合撹拌することに
よって、また、ボールミル、三本ロール、ビーズミル、サンドミル等により混合粉砕した
後、遠心分離や濾過により例えば顔料粒子の粗大粒子及び未溶解物、混入固形物を除去す
ることによって、容易に得ることができる。
このようにして得られた本発明のボールペン用インキは、赤色としての認識が可能であり
、赤色ボールペン用インキとして用いられる。
本発明のボールペン用インキは、油性ボールペン用インキとして好ましく用いられる。ま
た、本発明のボールペン用インキは、ボールペン等に使用可能である。
本発明で用いられるインキ収容管は、インキ収容管の少なくとも一部が光を透過するもの
であれば特に限定されないが、未着色で透明或いは半透明のものであれば良い。
インキ収容管の材質としては、未着色の透明或いは半透明なプラスチック等が挙げられ、
ボールペンに通常用いられているものであれば何れも使用可能であるが、その具体例とし
ては、例えばポリプロピレン、ポリエチレン、ポリアクリロニトリル系熱可塑性樹脂、ポ
リエチレンテレフタレート、ポリアリレート、エチレンビニルアルコールコポリマー等の
熱可塑性樹脂等が挙げられ、特にポリプロピレンが、安価で、透明度があり、適度な強度
や硬度もあり好適である。
本発明のボールペンにおいては、インキ収容管に上記したような本発明の油性ボールペン
用赤インキを充填したものを用いている。
また、本発明のボールペンは、インキ収容管を収納するボールペンの本体軸の少なくとも
一部が光を透過するものが用いられる。
実施例
以下に、実施例及び比較例等を挙げて本発明を更に詳細に説明するが、本発明は実施例に
よって何ら限定されるものではない。
ボールペン用インキの製造は、下記のようにして行った。
先ず、着色剤として顔料を用いた場合には、通常行われる方法、即ち、ボールミルや三本
ロールを用いて分散した。
次いで、環流冷却器及び撹拌機を備えた容器に各成分を投入し、６０℃で１０時間撹拌し
た後、加圧濾過により不純物を除去し、目的のボールペン用インキを得た。
尚、以下の実施例及び比較例等で使用した配合成分の製造メーカーを下記に記す。
１）　ゼネカ社製
２）　日立化成 (株 )製
３）　ＩＳＰ製
４）　保土谷化学工業 (株 )製
５）　積水化学工業 (株 )製
６）　ヒュルス社製
７）　ＢＡＳＦ社製
実施例１．
下記成分を配合して赤色ボールペン用インキを調製した。
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実施例２．
下記成分を配合して赤色ボールペン用インキを調製した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実施例３．
下記成分を配合して赤色ボールペン用インキを調製した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実施例４．
下記成分を配合して赤色ボールペン用インキを調製した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実施例５．
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実施例４において、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　 254及びポリビニルブチラ－ル（
エスレック  B BL-1） 5 )の配合量を夫々５ wt％及び１ wt％とした以外は実施例４と同様に
して赤色ボールペン用インキを調製した。
実施例６．
実施例４において、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　 254及びポリビニルブチラ－ル（
エスレック  B BL-1） 5 )の配合量を夫々２ wt％及び０．５ wt％とした以外は実施例４と同
様にして赤色ボールペン用インキを調製した。
比較例１．
実施例４において、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　 254及びポリビニルブチラ－ル（
エスレック  B BL-1） 5 )の配合量を夫々０．５ wt％及び０．２ wt％とした以外は実施例４
と同様にして赤色ボールペン用インキを調製した。
比較例２．
下記成分を配合して赤色ボールペン用インキを調製した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比較例３．
下記成分を配合して赤色ボールペン用インキを調製した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評価試験１
実施例１～６及び比較例１～３で調製した赤色ボールペン用インキを、インキ収容管とし
てポリプロピレン樹脂製の外径３ｍｍ、内径１．６ｍｍの薄い半透明チューブに夫々充填
した。次に、得られた該インキを充填した半透明チューブを分光光度計Ｕ３３００でＵ３
３００用１５０φ積分球〔 (株 )日立製作所〕を装着して、以下の条件で分光反射率を測定
した。なお試料は積分球試料測定窓２０ｍｍφに隙間なく装着するため、試料チューブ８
本を平行に束にして測定した。４００～５６０ｎｍの平均分光反射率、反射率急増領域、
６２０ｎｍの反射率を表１に、スペクトルを図１、分光反射率の測定値を図２～図５に示
す。
測定条件
データモード：％Ｔ
スキャンスピード：６００ｎｍ／ｍｉｎ．
波長範囲：８００．００～４００．００ｎｍ
スリット：５．０ｎｍ
ベースライン補正：酸化アルミニウム板

10

20

30

40

50

(8) JP 3622012 B2 2005.2.23



サンプリング間隔：２ｎｍ
副白板　：酸化アルミニウム板
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評価試験２
評価試験１で得られたインキを充填した半透明チューブについて２０人のモニターにより
下記評価試験を行った。結果を下記表２に示す。
（１）外観色試験
インキを充填した半透明チューブをＤ６５標準光源Ｆ６５Ｄ－Ａ型〔スガ試験機 (株 )〕下
で外観色の認識試験を行った。
（２）描線色試験
インキを充填した半透明チューブをボールペンの本体軸にセットし、得られたボールペン
を用いてＰＰＣ用紙（コピー用紙）への筆記を行い、描線色と外観色とが近似しているか
を評価した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評価試験３
評価試験１で得られたインキを充填した半透明チューブの外観色からマンセル表色を求め
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た。結果を表３に示す。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表１、表２、表３及び図１、図２～図５の考察
以上の結果から明らかなように、実施例１～６で得られた本発明のボールペン用インキは
、本発明の範囲内であることから、該ボールペン用インキを充填したインキ収容管の外観
から赤色インキであると認識でき、しかも、描線色と外観色とが同じ或いは非常に良く似
ており、近似しているとの評価が得られたことが判る。これに対し、比較例１及び２で得
られたボールペン用インキは、本発明の範囲外となることから、インキ収容管の外観から
の色が暗赤色であり、赤色のインキが充填されていることは判別できたが、描線色との乖
離が大きく、外観色と描線色とが大きく異なるとの評価となった。また、比較例３で得ら
れたボールペン用インキは、外観色が黒色に近く、何色のインキが充填されているのか判
別できなかった。
以上のことからも、本発明の油性ボールペン用赤インキが明らかに優れていることが判る
。
産業上の利用可能性
本発明は、インキ収容管の外観色から色の識別が可能である油性ボールペン用赤インキで
あって、その筆記した描線色が外観色と近似しているインキを提供するものであり、該イ
ンキ収容管を収納した本体軸の一部が光を透過することができるボールペンに用いること
によってインキ収容管の外観から描線色も判別できるボールペンを得ることができる。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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